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Ⅰ 入学者募集について 

１ 入学者受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

⑴ 普通科 

 ① 基礎学力と幅広い教養を身に付けようとする生徒を募集します。 

② 将来、社会や地域に貢献できるエキスパートを目指す生徒を募集します。 

③ 専門学科の学びも含めて、様々な資格を取得して、キャリア形成に生かしたり学びを深めようとす

る生徒を募集します。 

④ 探究型学習を通して、課題を発見し解決する力を身に付けようとする生徒を募集します。 

⑵ 機械制御科・電気電子科・環境技術科 

① ものづくりに興味・関心が高い生徒を募集します。 

② 高校生活に目標や目的意識を持って取り組もうとする生徒を募集します。 

③ 専門分野を生かして社会で活躍しようとする生徒を募集します。 

④ 様々な資格を取得して、キャリア形成に生かしたり学びを深めようとする生徒を募集します。 

⑤ 部活動やボランティア活動、地域貢献活動等に興味・関心があり、それらに積極的に取り組もうと

する生徒を募集します。 

⑶ ビジネス流通科・ビジネス会計科 

   ① 商業に関する専門的な知識や技術を習得しようとする生徒を募集します。 

② 進路実現に向けて努力を惜しまず、何事にも真剣に取り組み、将来、社会に貢献しようとする意欲

のある生徒を募集します。 

③ 様々な資格を取得して、キャリア形成に生かしたり学びを深めようとする生徒を募集します。 

④ 部活動やボランティア活動、地域貢献活動等に興味・関心があり、それらに積極的に取り組もうと

する生徒を募集します。 

⑷ 情報科 

① 最先端の情報科学や情報技術、情報コンテンツに興味・関心がある生徒を募集します。 

② 情報の学習に意欲的に取り組み、高校卒業後に上級学校等で情報に関する学びを深めようとする生

徒を募集します。 

③ 高い専門性を有する情報系技術者を目指す意識が明確な生徒を募集します。 

 

２ 入学定員 

全日制の課程 

普通科 機械制御科 電気電子科 環境技術科 
ビジネス 

流 通 科 

ビジネス 

会 計 科 
情報科 

80名 40名 40名 40名 40名 40名 40名 

なお、震災による福島県等からの受検者に対しては、「令和８年度震災による福島県等からの山形県立高

等学校への受検に係る実施要項」による。 

 

３ 通学区域 

普通科 西学区（鶴岡市 酒田市 三川町 庄内町 遊佐町） 

機械制御科・電気電子科・環境技術科・ビジネス流通科・ビジネス会計科・情報科 全県1学区 
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Ⅱ 前期（特色）選抜について 

１ 募集人員 

全日制の課程 

普通科 機械制御科 電気電子科 環境技術科 
ビジネス 

流 通 科 

ビジネス 

会 計 科 
情報科 

各学科の入学定員の50％以内 

 

２ 志願資格 

次の(1)、(2)に該当するもの 

⑴ 令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校（以下「中学校」という。）を卒業する見

込みの者のうち、本校の出願要件を満たしている者。 

⑵ 合格した場合は、入学が確約できる者。 

 

３ 志願制限 

志願は、1人1校1学科とする。 

 

４ 出願要件 

それぞれの学科において「キャリア形成に係る要件」と、それ以外の要件のいずれか一つに該当する者。 

⑴ キャリア形成に係る要件 

① 普通科 

これからの社会や地域を担う人材として、地域社会に貢献できるエキスパートを目指そうとする者。 

② 機械制御科・電気電子科・環境技術科 

「ものづくり」を通して高い専門性を身に付け、未来の工業技術の進展および活力ある地域社会づ

くりを目指そうとする者。 

③ ビジネス流通科・ビジネス会計科 

ビジネスの諸活動に取り組むために必要な経済・経営の専門的知識・技術を身に付け、さらに流通

分野・会計分野の高度な教育を受けることなども見据えながら、明日の地域社会を切り開く意欲にあ

ふれる者。 

④ 情報科 

最先端の情報科学や情報技術、情報コンテンツに興味・関心があり、高い専門性を有する情報系技

術者を目指す意識が明確で、将来さらに高度な教育を受けることを希望する者。 

⑵ 成績評定概況に係る要件 

① 普通科・機械制御科・電気電子科・環境技術科・ビジネス流通科・ビジネス会計科 

評定合計が27以上の者。 

② 情報科 

評定合計が30以上の者。 

⑶ 特別活動または校外の活動等に係る要件  

次のいずれかに該当する者。 

① 普通科 

ア 中学校在学中にスポーツまたは文化的活動において、県大会以上に出場した者。 

イ 県優秀指定を受けた者、または県選抜選手として選出された者。 

ウ 生徒会長・生徒会副会長を務めた者。 

エ  下記の検定のいずれか（または同程度の他の検定、資格試験）に合格している者。 

(a) プログラミング能力検定協会主催プログラミング能力検定レベル１以上  

(b) 日本数学検定協会主催実用数学技能検定３級以上  

(c) 日本英語検定協会主催実用英語技能検定３級以上  
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(d) 日本漢字能力検定協会主催漢字能力検定３級以上  

オ 探究活動や課外活動に主体的に取り組んだ者。 

② 工業科（機械制御科・電気電子科・環境技術科） 

ア 中学校在学中にスポーツまたは文化的活動において、県大会以上に出場した者。 

イ 県優秀指定を受けた者、または県選抜選手として選出された者。 

ウ 生徒会長・生徒会副会長を務めた者。 

エ  下記の検定のいずれか（または同程度の他の検定、資格試験）に合格している者。 

(a) プログラミング能力検定協会主催プログラミング能力検定レベル１以上  

(b) 日本数学検定協会主催実用数学技能検定３級以上  

(c) 日本英語検定協会主催実用英語技能検定３級以上  

(d) 日本漢字能力検定協会主催漢字能力検定３級以上  

③ 商業科（ビジネス流通科・ビジネス会計科） 

ア 中学校在学中にスポーツまたは文化的活動において、県大会以上に出場した者。 

イ 県優秀指定を受けた者、または県選抜選手として選出された者。 

ウ 生徒会長・生徒会副会長を務めた者。 

エ  下記の検定のいずれか（または同程度の他の検定、資格試験）に合格している者。 

(a) プログラミング能力検定協会主催プログラミング能力検定レベル１以上  

(b) 日本商工会議所主催簿記検定初級取得以上 

(c) 日本数学検定協会主催実用数学技能検定３級以上 

(d) 日本英語検定協会主催実用英語技能検定３級以上 

(e) 日本漢字能力検定協会主催漢字能力検定３級以上 

④ 情報科 

ア 下記の検定のいずれか（または同程度の他の検定、資格試験）に合格している者。 

(a) プログラミング能力検定協会主催プログラミング能力検定レベル１以上 

(b) 情報処理推進機構主催情報処理技術者試験のいずれか 

(c) 各種情報や情報技術に関わる検定 

(d) 日本数学検定協会主催実用数学技能検定３級以上 

(e) 日本英語検定協会主催実用英語技能検定３級以上 

(f) 日本漢字能力検定協会主催漢字能力検定３級以上 

イ アプリケーションや情報コンテンツを制作しウェブ上に公開した者。 

ウ プログラムや情報コンテンツなどの情報技術を競う大会に出場した者。 

エ ｅスポーツ大会に出場し決勝大会に進出した者。 

オ 生徒会長・生徒会副会長を務めた者。 

 

５ 学区外志願 

⑴ 県内における学区外志願 

事情により学区外から本校普通科に志願する場合は、学区外高等学校志願許可願１部を県教育委員会教

育長に提出し、許可を得るものとする。 

⑵  県外からの志願 

県外から本校に志願する者は、当該都道府県の公立高等学校を志願しない旨の在籍中学校長の証明書を

添え、令和８年１２月１０日を目途に学区外高等学校志願許可願１部を本県教育委員会教育長に提出し、

許可を得るものとする。 

 

６ 出願 

⑴ 出願に必要な手続き 

① 山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにより出願情報の登録を行い、「山形県立学校の授業料等徴収

条例」に基づき、入学者選抜手数料として、２，２００円を納付する。 

② 「4出願要件(3)特別活動または校外の活動等に係る要件」で検定に合格していることやウェブ上に
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公開していることを出願要件するが、調査書情報中にそれを証明する記載がない場合は、合格や公開を

確認できる証明できる資料を添付すること。 

⑵ 個別に必要な書類 

① 自己申告書（別記様式第４号……用紙は本校で用意する。） 

進路等相談を踏まえ、本校校長が認めた場合には、志願者等が作成した自己申告書を本校校長あ

て親展で提出することができる。郵送の場合は簡易書留郵便とし、持参の場合も含めて、志願受付

期間内に必着とする。 

（提出場所：本校事務室 所在地：〒998-0015 山形県酒田市北千日堂前字松境7番地の3） 

② 区域外就学承諾書 

区域外就学者のうち、現在の居住地が本校の学区内である場合は、出願の際に山形県公立学校Ｗ

ｅｂ出願システムで添付ファイルとして提出すること。 

⑶ 志願受付期間 

令和８年１月５日（月）から１月８日（木）１２時までに手続きするものとする 

   ⑷ 受検票印刷 

     令和８年１月１４日（水）以降、山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにより受検者が各自で印刷す 

ること。その際、「マイページ」の「お知らせ」にある、本校からの連絡事項を確認すること。 

 

７ 検査方法 

次の要領によって面接及び作文を実施する。 

⑴ 期 日  令和８年１月２０日(火) 

⑵ 集 合 時 刻  ８:３０（開場 ８:００） 

⑶ 場 所  本校（入り口 生徒昇降口） 会場の下見はできない 

⑷ 検 査 日 程  作文 ９:００～９:５０  面接 １０:１０～１３:００頃 

⑸ 作    文 

① 方 法  字数６００字以内  時間５０分   

② 評価の観点  (ｱ) 内容  (ｲ) 構成力  (ｳ) 表現力 

③ 評価の段階  観点別に(ｱ) ５段階  (ｲ) 3段階  (ｳ) 4段階 

⑹ 面    接 

① 形 態  ２０分程度  集団面接 ５人程度  

② 評価の観点  (ｱ) 目的意識  (ｲ) 積極性  (ｳ) 所作、対応、コミュニケーション能力 

③ 評価の段階  観点別に５段階 

⑺ 携 帯 品  受検票、筆記用具、上履き 

 

８ 選抜規準（Ａ調査書情報中の学習の記録：Ｂ調査書情報中の学習の記録以外：Ｃ面接：Ｄ作文） 

Ａ４０：Ｂ３０：Ｃ１５：Ｄ１５ 

 

９ 選抜結果 

令和８年１月２９日(木)１６時に山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにより前期（特色）選抜結果を通

知する。ただし、合格者の発表は、令和８年３月１７日（火）１６時に行う。 

なお、合格者向けの書類の郵送は行わない。合格者は山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムの「選抜結果

確認ページ」にある「合格者向け資料のダウンロード」から資料を確認すること。 

  

10 後期（一般）選抜への志願 

前期（特色）選抜に漏れた者で、後期（一般）選抜を志願する者は、山形県公立学校Ｗｅｂ出願システ

ムで新たに後期（一般）選抜の登録が必要となる。ただし、入学者選抜手数料の納付は要しない。 
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Ⅲ 後期（一般）選抜について 

１ 志願資格 

   次の(1)～(3)の一に該当する者。 

⑴ 令和８年３月に中学校、これに準ずる学校又は義務教育学校を卒業見込みの者若しくは中等教育学校

の前期課程（以下「中学校」という。）を修了（以下「卒業」という。）する見込みの者で令和８年度

前期（特色）選抜及び中高一貫教育における連携型入学者選抜において合格内定していない者。 

⑵ 中学校を卒業した者。 

⑶ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条の各号のいずれかに該当する者。 

 

２ 募集人員 

  各学科の入学定員から前期（特色）選抜の合格内定者数を減じた数とする。 

 

３ 志願制限 

⑴ 志願は、１人１校とする。 

⑵ 入学志願の学科は第３志望まで認める。第１志望から第３志望まで、プルダウンメニューから志望学

科または「選択しない」を選択すること。なお、第２志望で「選択しない」を選択した場合、第３志望

は入力しない。 

 

４ 学区外志願 

⑴ 県内における学区外志願 

事情により学区外から本校普通科に志願する場合は、令和８年1月末を目途に学区外高等学校志願許可

願１部を県教育委員会教育長に提出し、許可を得るものとする。 

⑵  県外からの志願 

県外から本校に志願する者は、当該都道府県の公立高等学校を志願しない旨の在籍中学校長の証明書を

添え、令和８年1月末を目途に学区外高等学校志願許可願１部を本県教育委員会教育長に提出し、許可を

得るものとする。 

 

５ 出 願 

⑴ 出願に必要な手続 

 山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにより出願情報の登録を行い、「山形県立学校の授業料等徴収条例」に

基づき、入学者選抜手数料として、２，２００円を納付する。 

⑵ 個別に必要な書類 

① 自己申告書（別記様式第４号……用紙は本校で用意する。） 

進路等相談を踏まえ、本校校長が認めた場合には、志願者等が作成した自己申告書を本校校長あて親展で

提出することができる。郵送の場合は簡易書留郵便とし、持参の場合も含めて、志願受付期間内に必着とす

る。 

（提出場所：本校事務室 所在地：〒998-0015 山形県酒田市北千日堂前字松境7番地の3） 

② 区域外就学承諾書 

区域外就学者のうち、現在の居住地が本校の学区内である場合は、出願の際に山形県公立学校Ｗｅｂ出願

システムで添付ファイルとして提出すること。 

③ 在籍高等学校長の志願承諾書（在籍高等学校の任意様式） 

 高等学校に在籍のまま志願する場合は、出願の際に山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムで添付ファイル

として提出すること。 

④ 住民票等 

 令和６年度以前の卒業者で、本校が出身中学校の学区外、かつ、現在の居住地が本校の学区内である場合

は、出願の際に山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムで添付ファイルとして提出すること。 

⑶ 志願受付期間 



- 6 - 

 

令和８年２月１８日（水）から２月２４日（火）１２時までに手続きするものとする。 

 ⑷ 受検票印刷 

   令和８年２月２７日（金）以降、山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにより受検者が各自で印刷するこ 

と。その際、「マイページ」の「お知らせ」にある、本校からの連絡事項を確認すること。 

⑸ 出願に関する留意点 

ア 志願の取消しや締切り前の志願変更の対象者が確認された場合は、出身中学校長が本校校長へ電話連絡

する。その後、山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにおいて必ず公文書を添付ファイルとして提出するとと

もに、取消しや志願先の変更を行うこと。 

イ 前期（特色）選抜の志願にかかわって本校に調査書情報、評定概況及び学区外志願に係る書類等が登録済

の場合は、登録を要しない。 

 

６ 学力検査 

⑴ 検 査 日 時  令和８年３月７日(土) 

教科 国 語 数 学 社 会 理 科 外国語(英語) 

時間 
8:50～9:40 

 
 

10:00～10:50 
 
 

11:10～12:00 
 
 

12:50～13:40 
 
 

14:00～14:50 
(14:00から約10分間は 
リスニングテスト） 

⑵ 集 合 時 刻  ８:２０（開場 ７:５０） 

⑶ 検 査 会 場  本校（入り口 生徒昇降口） 会場の下見はできない 

⑷ 検査教科の配点  国語、社会、数学、理科、外国語（英語） 各１００点 

⑸ 携 帯 品 

受検票、筆記用具、上履き、昼食（筆記用具については、次に示すもの以外の使用は認めない。） 

鉛筆（シャープペンシルを含む）、消しゴム、定規、コンパス、鉛筆削り 

① 鉛筆の芯の濃さは２Ｂ、Ｂ、ＨＢとし、シャープペンシルの芯の太さは０．５ｍｍ以上とする。 

② 定規は、三角・直定規のいずれでもよい。ただし、分度器又は分度器のついた定規を持参してはな

らない。 

③ 公式や法則等の書いてある筆記用具を持参してはならない。 

④ 計算機能や英単語表示機能、通信機能等の付いた腕時計等の電子機器類、その他、検査の公正を欠

くおそれのある物を持参してはならない。 

⑤ 連絡手段として持参した携帯電話、スマートフォンについては、校内では電源を切り、使用しては

ならない。 

⑥ 聴覚障がい者で補聴器を必要とする者は、使用してもよい。  

 

７ 選抜の方法 

⑴ 学力の総合段階及び調査書情報中の記載事項を主な資料として行う。 

⑵ 自己申告書等に関する書類を必要に応じて参考資料とする。 

⑶ 調査書情報中の第３学年の各教科の評定合計と学力検査の成績の比率は、５：５とする。 

 

８ 合格発表 

合格者の発表は、令和８年３月１７日(火)１６時に山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにより行う。 

なお、合格者向けの書類の郵送は行わない。合格者は山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムの「選抜結果

確認ページ」にある「合格者向け資料のダウンロード」から資料を確認すること。 

 

９ 個人情報の提供 

   学力検査の教科別得点の提供は、山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムにより行う。 
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10 追 検 査 

 ⑴ 対 象 者 

志願者のうち、次の①～②のいずれかに該当し、３月７日(土)実施の学力検査の受検ができず、追検

査の受検を希望する者。ただし、学力検査を一部でも受検した者は、原則として追検査の対象とはなら

ない。 

   ① インフルエンザ等の感染症に罹患するなどし、本検査を受検できない者。 

   ② 真にやむを得ない理由により、本検査を受検できない者。 

⑵ 受検の手続き 

① 追検査の受検を希望する者は、次のア～イの連絡等を行う。 

    ア 本検査が受検できないと判明したら、速やかに在籍又は出身中学校長に連絡する。 

イ 上記の(1)①の場合、医師の診断書を、上記(1)②の場合、本検査を受検できない理由を証明する

書類を、在籍又は出身中学校長が定める期日まで在籍又は出身中学校長に提出する。 

② 追検査の受検を希望する者の在籍又は出身中学校長は、次のア～エの連絡・報告を行う。 

ア ３月６日(金)までに、追検査の対象者が確認された場合、対象者の中学校名・受検番号・氏名を、

３月６日(金)１５時までに本校校長へ電話連絡する。 

イ ②のア以降、３月７日(土)本検査当日の集合時刻までに、本検査を受検できない志願者が新たに 

確認された場合、対象者の中学校名・受検番号・氏名を、当日できるだけ速やかに本校校長へ電話

連絡する。 

ウ ②のア、イに該当する生徒がいる場合、３月１０日（火）１５時までに、追検査受検願（別記様

式第５号）及び医師の診断書又は本検査を受検できない理由を証明する書類を、山形県公立学校Ｗ

ｅｂ出願システムで添付ファイルとして提出すること。なお、やむを得ない事情により期限までに

提出できない場合は、提出期限まで本校校長に電話等で連絡した上で、速やかに提出する 

エ 対象者に対して受検にあたり、新たに特別な配慮が必要になった場合は、速やかにその旨を本校

校長に連絡する。 

③ ②の手続きを受け追検査の受検を許可する場合は、３月１１日（水）までに、中学校長を通して志

願者に連絡する。 

⑶ 追検査の内容及び日時等 

   ① 学力検査 

     内容は「６ 学力検査」に準ずる。 

   ② 検査日時 

     令和８年３月１２日(木)（時間は本検査に同じ） 

   ③ 検査会場 

     本校（入り口 生徒昇降口） 会場の下見はできない 
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Ⅳ その他 

１ 新入生オリエンテーション 

   合格者に対し、オリエンテーションを行う。詳細は山形県公立学校Ｗｅｂ出願システムの合否確認 

ページでＰＤＦファイルの内容を確認すること。 

⑴ 期 日  令和８年３月２６日(木) 

⑵ 時 間  普通科・商業科（ビジネス流通科・ビジネス会計科）・・・・・・  ９:３０～１１:３０  

工業科（機械制御科・電気電子科・環境技術科）・情報科  ・・・１３:３０～１５:３０ 

  ⑶ 場 所  本校 

２ 入 学 式 

  ⑴ 期 日  令和８年４月８日(水) 

⑵ 時 間  １４:３０～１５:２０（予定） 

⑶ 場 所  本校 

３ 入学後の諸経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学後の諸経費（参考：令和７年度実績【消費税10％】）

機械制御
科

電気電子
科

環境技術
科

ビジネス
流通科

ビジネス
会計科

5,650 5,650 5,650 5,650 5,650 5,650 5,650

14,640 14,640 14,640 14,640 14,640 14,640 14,640

9,600 9,600 9,600 9,600 9,600 9,600 9,600

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

60,000 54,000 57,000 48,000 62,000 60,000 53,000

23,656 31,764 22,407 24,623 21,848 17,528 24,716

29,000 15,180 22,100 6,300 6,300 ※3,4

162,646 193,754 173,577 173,713 169,138 162,818 156,706

188,826 219,934 199,757 199,893 195,318 188,998 182,886

166,386 197,494 177,317 177,453 172,878 166,558 160,446

196,856 227,964 207,787 207,923 203,348 197,028 190,916

950 950 950 950 950 950 950

1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300

250 250 250 250 250 250 250

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 8,500 10,000

12,500 12,500 12,500 12,500 12,500 12,500 14,000

※1

※2

※3

※4

　 授業料　118,800円（年額）

 ※就学支援制度の対象となる生徒は、原則、授業料の納付が不要です。

月額合計

体育着はトレシャツ・トレパン・Ｔシャツ・ハーフパンツ各１枚の合計金額です。

工業科および商業科では以上の費用に加え、書道選択は2,000円程度の教材費が必要になる予定で
す。

情報科１年次研修旅行費として38,0000円(一括または分割)を入学後徴収しています。

情報科では、入学後ノートパソコンを購入していただく予定です。推奨機種（12万円程度）等につ
いては新入生オリエンテーションでご案内しています。

諸
費
用
（

月
額
）

Ｐ Ｔ Ａ
会 費

後 援 会 費

ス ポ ー ツ ･ 文 化

後 援 会 費

生 徒 会 費

修 学 旅 行
積 立 金

学

科

別

諸

費

用

(

年

額

・

一

時

金

)

学 科 別
諸 費 用
教 科 書

副 読 本

英 和 辞 典

そ の 他
実 習 着 ・ 電 卓 等

入学時合計

下段は夏服

購入の場合

男
子

女
子

（単位：円）

入
学
時
諸
費
用
（

一
時
金
）

項目 普通科

工業科 商業科

情報科

入 学 料

体 育 着

ズ ッ ク
（ 内 ・ 外 ）

制 服 代

 男子：51,700
 （他　夏スラックス、半袖シャツ、ベスト、セーター　計26,180　は自由購入）

 女子：56,100(スラックスの場合は-3,300)
 （他　夏スカート、半袖ブラウス、ベスト、セーター　計30,470　は自由購入）

後 援 会 費

※2※2 ※2 ※2 ※2

※1
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４ 令和８年度入学者教育課程表 

現 代 の 国 語 2 ◎ 2 2 現 代 の 国 語 2 ◎ 2 2

言 語 文 化 2 ◎ 2 2 言 語 文 化 2 ◎ 2 2

論 理 国 語 4 2 2 4 国 語 表 現 4 2 2

文 学 国 語 4 ▲2 ▲2･E3 0･3･4 古 典 探 究 4 D3 0･3

国 語 表 現 4 ▲2 ▲2･E3 0･3･4 実 用 国 語 ※ F2 0･2

古 典 探 究 4 B2 D3 0･5 地 理 総 合 2 ◎ 2 2

実 用 国 語 ※ F2 0･2 地 理 探 究 3 E3 0･3

地 理 総 合 2 ◎ 2 2 歴 史 総 合 2 ◎ 2 2

地 理 探 究 3 BC4 E3 0･3･4 公 共 2 ◎ 2 2

歴 史 総 合 2 ◎ 2 2 倫 理 2 F2 0･2

日 本 史 探 究 3 BC4 E3 0･3･4 政 治 ・ 経 済 2 A2 E3 0･2･3

世 界 史 探 究 3 BC4 E3 0･3･4 数 学 Ⅰ 3 ◎ 3 3

地 理 発 展 ※ F2 0･2 数 学 Ⅱ 4 4 4

日 本 史 発 展 ※ F2 0･2 数 学 Ⅲ 3 D3 0･3

世 界 史 発 展 ※ F2 0･2 数 学 Ａ 2 A2･B2･C2 0･2

公 共 2 ◎ 2 2 数 学 Ｂ 2 2 2

倫 理 2 F2･G2 0･2 数 学 Ｃ 2 F2 0･2

政 治 ・ 経 済 2 2 2 数 的 推 理 ※ C2 0･2

数 学 Ⅰ 3 ◎ 3 3 物 理 基 礎 2 ◎ 2 2

数 学 Ⅱ 4 4 4 物 理 4 BC4 D3･E3 0･3･4

数 学 Ⅲ 3 D3 0･3 化 学 基 礎 2 ◎ 2 2

数 学 Ａ 2 2 2 化 学 4 D3･E3 0･3

数 学 Ｂ 2 2 2 生 物 基 礎 2 ◎ 2 2

数 学 Ｃ 2 F2 0･2 体 育 7～8 ◎ 2 2 3 7

数 的 推 理 ※ C2 0･2 保 健 2 ◎ 1 1 2

課 題 数 学 ※ G2 0･2 ス ポ ー ツ 総 合 Ⅰ ※ C2 0･2

物 理 基 礎 2 ◎ 2 2 ス ポ ー ツ 総 合 Ⅱ ※ F2 0･2

物 理 4 D3･E3 0･3 音 楽 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2

化 学 基 礎 2 ◎ 2 2 音 楽 Ⅱ 2 F2 0･2

化 学 4 BC4 D3･E3 0･3･4 美 術 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2

生 物 基 礎 2 ◎ 2 2 美 術 Ⅱ 2 F2 0･2

生 物 4 BC4 D3･E3 0･3･4 書 道 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2

生 物 探 究 ※ F2 0･2 書 道 Ⅱ 2 F2 0･2

体 育 7～8 ◎ 2 2 3 7 芸 術 探 究 （ 音 楽 ） ※ E3 0･3

保 健 2 ◎ 1 1 2 芸 術 探 究 （ 美 術 ） ※ E3 0･3

ス ポ ー ツ 総 合 Ⅰ ※ C2 0･2 芸 術 探 究 （ 書 道 ） ※ E3 0･3

ス ポ ー ツ 総 合 Ⅱ ※ F2 0･2 英語コミュニケーションⅠ 3 ◎ 3 3

音 楽 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2 英語コミュニケーションⅡ 4 2 2 4

音 楽 Ⅱ 2 ●2 0･2 論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 C2 0･2

美 術 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2 論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 D3 0･3

美 術 Ⅱ 2 ●2 0･2 英 語 総 合 Ａ ※ B2 0･2

書 道 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2 英 語 総 合 Ｂ ※ E3 0･3

書 道 Ⅱ 2 ●2 0･2 中 国 語 ※ C2 F2 0･2

芸 術 探 究 （ 音 楽 ） ※ E3 0･3 ロ シ ア 語 ※ C2 F2 0･2

芸 術 探 究 （ 美 術 ） ※ E3 0･3 ハ ン グ ル ※ C2 F2 0･2

芸 術 探 究 （ 書 道 ） ※ E3 0･3 家庭 家 庭 基 礎 2 ◎ 2 2

英語コミュニケーションⅠ 3 ◎ 4 4 情報 情 報 Ⅰ 2 ◎ (2) (2)

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 ※公益 公 益 と 産 業 社 会 ※ 1 1

英語コミュニケーションⅢ 4 5 5 20 15 13 48

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 C2 0･2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 D3 0･3

英 語 総 合 Ａ ※ B2 0･2

英 語 総 合 Ｂ ※ E3 0･3

中 国 語 ※ C2 F2 0･2

ロ シ ア 語 ※ C2 F2 0･2

ハ ン グ ル ※ C2 F2 0･2

家庭 家 庭 基 礎 2 ◎ 2 2

情 報 Ⅰ 2 ◎ 2 2

情 報 Ⅱ 2 A2 2

※公益 公 益 と 産 業 社 会 ※ 1 1 9 8 8 25

29 21 18 68 Ａ 群 2 2

製 図 2～8 B2･C2 0･2 Ｂ 群 2 2

工 業 情 報 数 理 2～4 D3 0･3 Ｃ 群 2 2

電 気 回 路 4～6 E3 0･3 Ｄ 群 3 3

測 量 3～6 F2 0･2 Ｅ 群 3 3

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 G2 0･2 Ｆ 群 2 2

簿 記 2～6 BC4 0･4 0 6 8 14

原 価 計 算 2～4 D3 0･3 3～6 ◎ (0) (0) (3) (3)

情 報 処 理 2～6 G2 0･2 29 29 29 87

保 育 基 礎 2～6 D3 0･3

生 活 と 福 祉 2～4 B2 0･2

服 飾 文 化 2～4 E3 0･3

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2

情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 B2 0･2

ＡＩとデータサイエンス ※ F2 0･2

美術 素 描 2～8 D3 0･3

Ａ 群 2 2

Ｂ 群 2 2

Ｃ 群 2 2

Ｄ 群 3 3

Ｅ 群 3 3

Ｆ 群 2 2

Ｇ 群 2 2

0 6 10 16

3～6 ◎ 0 2 1 3

29 29 29 87

情報

商業

家庭

専 門 科 目 合 計

総合
選択

総 合 選 択 科 目 合 計

普通科 工業科　（機械制御科・電気電子科・環境技術科）

共 通 教 科 ・ 科 目 単 位 数 合 計

教
科

科　　目
標　準
単位数

１年 ２年 ３年

公民

数学

理科

保健
体育

国語

合計

総 合 的 な 探 究 の 時 間

合    計

【脚注】◎印＝共通必履修科目　　　▲・●印＝2・3年次教科内選択科目
        ○印＝選択必履修科目　　　※印＝学校設定教科・科目

公民

数学

理科

保健
体育

芸術

外国語

専 門 科 目 合 計

芸術

外国語

情報

共通教科・科目単位数合計

工業

地理
歴史

総 合 的 な 探 究 の 時 間

合    計

【脚注】◎印＝共通必履修科目　　　▲・●印＝2・3年次教科内選択科目
        ○印＝選択必履修科目　　　※印＝学校設定教科・科目

国語

地理
歴史

工業 学科ごとに11ページに記載しています。

２年 ３年 合計

総合
選択

総 合 選 択 科 目 合 計

教
科

科　　目
標　準
単位数

１年
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現 代 の 国 語 2 ◎ 2 2 現 代 の 国 語 2 ◎ 2 2

言 語 文 化 2 ◎ 2 2 言 語 文 化 2 ◎ 2 2

論 理 国 語 4 3 3 国 語 表 現 4 2 2

古 典 探 究 4 D3 0･3 古 典 探 究 4 D3 0･3

実 用 国 語 ※ F2 0･2 実 用 国 語 ※ F2 0･2

地 理 総 合 2 ◎ △2 △2 2 地 理 総 合 2 ◎ 2 2

地 理 探 究 3 E3 0･3 歴 史 総 合 2 ◎ 2 2

歴 史 総 合 2 ◎ △2 △2 2 公 共 2 ◎ 2 2

日 本 史 探 究 3 E3 0･3 倫 理 2 F2 0･2

世 界 史 探 究 3 E3 0･3 政 治 ・ 経 済 2 A2 E3 0･2･3

公 共 2 ◎ 2 2 数 学 Ⅰ 3 ◎ 3 3

倫 理 2 F2 0･2 数 学 Ⅱ 4 4 4

政 治 ・ 経 済 2 A2 E3 0･2･3 数 学 Ⅲ 3 D3 0･3

数 学 Ⅰ 3 ◎ 3 3 数 学 Ａ 2 2 2

数 学 Ａ 2 2 2 数 学 Ｂ 2 A2 0･2

数 学 Ｂ 2 2 2 数 学 Ｃ 2 F2 0･2

数 学 Ｃ 2 F2 0･2 数 的 推 理 2 ※ C2 0･2

数 的 推 理 2 ※ C2 0･2 物 理 基 礎 2 ◎ 2 2

科 学 と 人 間 生 活 2 ◎ 2 2 物 理 4 BC4 D3･E3 0･3･4

物 理 基 礎 2 〇 □2･A2 0･2 化 学 基 礎 2 ◎ 2 2

物 理 4 D3･E3 0･3 化 学 4 D3･E3 0･3

化 学 基 礎 2 〇 □2･A2 0･2 生 物 基 礎 2 ◎ 2 2

化 学 4 D3･E3 0･3 体 育 7～8 ◎ 2 2 3 7

生 物 基 礎 2 〇 □2･A2 0･2 保 健 2 ◎ 1 1 2

生 物 4 D3･E3 0･3 ス ポ ー ツ 総 合 Ⅰ ※ C2 0･2

体 育 7～8 ◎ 2 2 3 7 ス ポ ー ツ 総 合 Ⅱ ※ F2 0･2

保 健 2 ◎ 1 1 2 音 楽 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2

ス ポ ー ツ 総 合 Ⅰ ※ C2 0･2 音 楽 Ⅱ 2 F2 0･2

ス ポ ー ツ 総 合 Ⅱ ※ F2 0･2 美 術 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2

音 楽 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2 美 術 Ⅱ 2 F2 0･2

音 楽 Ⅱ 2 F2 0･2 書 道 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2

美 術 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2 書 道 Ⅱ 2 F2 0･2

美 術 Ⅱ 2 F2 0･2 芸 術 探 究 （ 音 楽 ） ※ E3 0･3

書 道 Ⅰ 2 ○ ●2 0･2 芸 術 探 究 （ 美 術 ） ※ E3 0･3

書 道 Ⅱ 2 F2 0･2 芸 術 探 究 （ 書 道 ） ※ E3 0･3

芸 術 探 究 （ 音 楽 ） ※ E3 0･3 英語コミュニケーションⅠ 3 ◎ 3 3

芸 術 探 究 （ 美 術 ） ※ E3 0･3 英語コミュニケーションⅡ 4 2 2 4

芸 術 探 究 （ 書 道 ） ※ E3 0･3 論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 C2 0･2

英語コミュニケーションⅠ 3 ◎ 3 3 論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 D3 0･3

英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 英 語 総 合 Ａ ※ B2 0･2

英語コミュニケーションⅢ 4 3 3 英 語 総 合 Ｂ ※ E3 0･3

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 C2 0･2 中 国 語 ※ C2 F2 0･2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 D3 0･3 ロ シ ア 語 ※ C2 F2 0･2

英 語 総 合 Ａ ※ B2 0･2 ハ ン グ ル ※ C2 F2 0･2

英 語 総 合 Ｂ ※ E3 0･3 家庭 家 庭 基 礎 2 ◎ 2 2

中 国 語 ※ C2 F2 0･2 情報 情 報 Ⅰ 2 ◎ (2) (2)

ロ シ ア 語 ※ C2 F2 0･2 ※公益 公 益 と 産 業 社 会 ※ 1 1

ハ ン グ ル ※ C2 F2 0･2 20 15 13 48

家庭 家 庭 基 礎 2 ◎ 2 2 製 図 2～8 B2･C2 0･2

情報 情 報 Ⅰ 2 ◎ (2) (2) 工 業 情 報 数 理 2～4 D3 0･3

※公益 公 益 と 産 業 社 会 ※ 1 1 電 気 回 路 4～6 E3 0･3

20 15 13 48 測 量 3～6 F2 0･2

簿 記 2～6 BC4 0･4

原 価 計 算 2～4 D3 0･3

保 育 基 礎 2～6 D3 0･3

生 活 と 福 祉 2～4 B2 0･2

服 飾 文 化 2～4 E3 0･3

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2

情 報 産 業 と 社 会 2～4 ◎ 2 2

課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3

情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 2 2

情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 2～4 3 3

9 8 8 25 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2～6 2 2

Ａ 群 2 2 情報システムのプログラミング 2～6 2 2

Ｂ 群 2 2 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 2～4 B2 0･2

Ｃ 群 2 2 情 報 デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2

Ｄ 群 3 3 コンテンツの制作と発信 2～6 D3 0･3

Ｅ 群 3 3 メ デ ィ ア と サ ー ビ ス 2～4 E3 0･3

Ｆ 群 2 2 情 報 実 習 4～8 2 3 5

0 6 8 14 情 報 総 合 ※ 2 2

3～6 ◎ (0) (0) (3) (3) Ｓ Ｐ ア ル ゴ リ ズ ム ※ 2 2

29 29 29 87 Ｉ ｏ Ｔ シ ス テ ム ※ C2 0･2

ＡＩとデータサイエンス ※ 2 2

美術 素 描 2～8 D3 0･3

9 8 8 25

Ａ 群 2 2

Ｂ 群 2 2

Ｃ 群 2 2

Ｄ 群 3 3

Ｅ 群 3 3

Ｆ 群 2 2

0 6 8 14

3～6 ◎ (0) (0) (3) (3)

29 29 29 87

29 29 29 87

　　【脚注】◎印＝共通必履修科目　　　●印＝２年次教科内選択科目
　　　　　　○印＝選択必履修科目　　　※印＝学校設定教科・科目

総合選択科目合計

総 合 的 な 探 究 の 時 間

合    計

合    計

総
合
選
択

情報

専 門 科 目 合 計

総合
選択

総 合 選 択 科 目 合 計

総 合 的 な 探 究 の 時 間

合    計

商業

家庭

専門科目合計

　【脚注】◎印＝共通必履修科目　　　△・□・●＝１・２・３年次教科内選択科目
　　　　　○印＝選択必履修科目　　　※印＝学校設定教科・科目

数学

理科

芸術

外国語

共 通 教 科 ・ 科 目 単 位 数 合 計

工業

専
門
教
科

保健
体育

芸術

外国語

学科ごとに11ページに掲載してあります。

理科

商業科　（ビジネス流通科・ビジネス会計科） 情報科

地理
歴史

共 通 教 科 ・ 科 目 単 位 数 合 計

１年

公民

地理
歴史

公民

数学

２年

保健
体育

３年 合計

国語 国語

２年 ３年 合計
教
科

科　　目
標　準
単位数

教
科

科　　目
標　準
単位数

１年
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教
科

科　　目 １年 ２年 ３年 合計
教
科

科　　目 １年 ２年 ３年 合計

工 業 技 術 基 礎 2～4 3 3 工 業 技 術 基 礎 2～4 3 3
課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3 課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3
実 習 4～12 4 3 7 実 習 4～12 3 3 6
製 図 2～8 2 2 2 6 製 図 2～8 2 2
工 業 情 報 数 理 2～4 ◎ 2 2 工 業 情 報 数 理 2～4 ◎ 2 2
工 業 管 理 技 術 2～8 A2 0･2 電 気 回 路 4～6 4 A2 4･6
機 械 工 作 4～8 2 F2 2･4 電 気 機 器 4～6 2 2
機 械 設 計 4～8 2 B2 2･4 電 力 技 術 4～6 3 F2 3･5
原 動 機 2～4 D3 0･3 電 子 技 術 4～6 B2 0･2
電 子 機 械 4～8 E3 0･3 電 子 回 路 4～6 D3 0･3
電 気 回 路 4～6 C2 0･2 電 子 計 測 制 御 4～6 C2 0･2
電 子 計 測 制 御 4～6 B2 0･2 通 信 技 術 2～6 E3 0･3
ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 2～8 D3 0･3 プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 2～8 B2 0･2
簿 記 2～6 BC4 0･4 ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 2～8 D3 0･3
原 価 計 算 2～4 D3 0･3 簿 記 2～6 BC4 0･4
保 育 基 礎 2～6 D3 0･3 原 価 計 算 2～4 D3 0･3
生 活 と 福 祉 2～4 B2 0･2 保 育 基 礎 2～6 D3 0･3
服 飾 文 化 2～4 E3 0･3 生 活 と 福 祉 2～4 B2 0･2
フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2 服 飾 文 化 2～4 E3 0･3
情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 B2 0･2 フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2
ＡＩとデータサイエンス ※ F2 0･2 情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 B2 0･2

美術 素 描 2～8 D3 0･3 ＡＩとデータサイエンス ※ F2 0･2
9 8 8 25 美術 素 描 2～8 D3 0･3

9 8 8 25

教
科

科　　目 １年 ２年 ３年 合計

工 業 技 術 基 礎 2～4 3 3
課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3
実 習 4～12 4 3 7
製 図 2～8 2 2 4
工 業 情 報 数 理 2～4 ◎ 2 2
電 気 回 路 4～6 E3 0･3
測 量 3～6 2 A2 2･4
土 木 基 盤 力 学 2～6 B2 0･2
土 木 構 造 設 計 2～8 F2 0･2
土 木 施 工 3～6 D3 0･3
社 会 基 盤 工 学 2～4 2 2
工 業 化 学 6～8 2 C2 D3 2･4･5･7

化 学 工 学 3～6 F2 0･2
地 球 環 境 化 学 2～6 B2 0･2
簿 記 2～6 BC4 0･4
原 価 計 算 2～4 D3 0･3
保 育 基 礎 2～6 D3 0･3
生 活 と 福 祉 2～4 B2 0･2
服 飾 文 化 2～4 E3 0･3
フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2
情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 B2 0･2
ＡＩとデータサイエンス ※ F2 0･2

美術 素 描 2～8 D3 0･3
9 8 8 25

教
科

科　　目 １年 ２年 ３年 合計
教
科

科　　目 １年 ２年 ３年 合計

製 図 2～8 B2･C2 0･2 製 図 2～8 B2･C2 0･2
工 業 情 報 数 理 2～4 D3 0･3 工 業 情 報 数 理 2～4 D3 0･3
電 気 回 路 4～6 E3 0･3 電 気 回 路 4～6 E3 0･3
測 量 3～6 F2 0･2 測 量 3～6 F2 0･2
ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2 2 ビ ジ ネ ス 基 礎 2～4 2 2
課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3 課 題 研 究 2～4 ◎ 3 3
総 合 実 践 2～4 3 3 総 合 実 践 2～4 3 3

ビジネス・コミュニケーション 2～4 F2 0･2 マ ー ケ テ ィ ン グ 2～4 C2 0･2
マ ー ケ テ ィ ン グ 2～4 3 3 商 品 開 発 と 流 通 2～4 D3 0･3
商 品 開 発 と 流 通 2～4 3 3 ビジネス・マネジメント 2～4 E3 0･3
観 光 ビ ジ ネ ス 2～4 AB4 0･4 グ ロ ー バ ル 経 済 2～4 F2 0･2
ビジネス・マネジメント 2～4 2 2 ビ ジ ネ ス 法 規 2～4 D3 0･3
グ ロ ー バ ル 経 済 2～4 C2 0･2 簿 記 2～6 5 5
ビ ジ ネ ス 法 規 2～4 D3 0･3 財 務 会 計 Ⅰ 2～4 2 2 4
簿 記 2～6 4 4 財 務 会 計 Ⅱ 2～4 2 2
財 務 会 計 Ⅰ 2～4 AB4 0･4 原 価 計 算 2～4 4 4
財 務 会 計 Ⅱ 2～4 E3 0･3 管 理 会 計 2～4 AB4 0･4
原 価 計 算 2～4 C2 F2 0･2･4 情 報 処 理 2～6 ◎ 2 2
情 報 処 理 2～6 ◎ 3 3 ソ フ ト ウ ェ ア 活 用 2～4 AB4 F2 0･2･4
ソ フ ト ウ ェ ア 活 用 2～4 2 2 ネ ッ ト ワ ー ク 活 用 2～4 E3 0･3
ネ ッ ト ワ ー ク 活 用 2～4 E3 0･3 保 育 基 礎 2～6 D3 0･3
保 育 基 礎 2～6 D3 0･3 生 活 と 福 祉 2～4 B2 0･2
生 活 と 福 祉 2～4 B2 0･2 服 飾 文 化 2～4 E3 0･3
服 飾 文 化 2～4 E3 0･3 フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2
フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 C2 0･2 情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 B2 0･2
情 報 の 表 現 と 管 理 2～4 B2 0･2 ＡＩとデータサイエンス ※ F2 0･2
ＡＩとデータサイエンス ※ F2 0･2 美術 素 描 2～8 D3 0･3

美術 素 描 2～8 D3 0･3 9 8 8 25
9 8 8 25専 門 科 目 合 計

専 門 科 目 合 計

工業

商業

家庭

情報

工業

商業

家庭

情報

情報

標　準
単位数

商業科（ビジネス流通科） 商業科（ビジネス会計科）

標　準
単位数

標　準
単位数

専 門 科 目 合 計

専 門 科 目 合 計

商業

工業

家庭

専 門 科 目 合 計

工業科（環境技術科）

工業科（機械制御科） 工業科（電気電子科）

標　準
単位数

標　準
単位数

工業

商業

家庭

情報

工業

商業

家庭

情報


